
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】化粧板（又は化粧板）を、床面、壁面、天井面

等の施工面に対して連結施工により敷設して組み付けや

取り付け施工を行う際に、比較的熟練を必要とせずに連

結施工し易く外れにくい構造を備えた化粧板を提供する

こと。

【解決手段】外形が略四角形の樹脂成形体からなる化粧

板基材１の互いに対向する両端部に沿って、その一方の

端部の基材表面に線状に表面凹溝部２を備え、他方の端

部の基材裏面に線状に裏面凹溝部３を備え、１枚の化粧

板の表面凹溝部２と他の１枚の化粧板の裏面凹溝部３と

を組み合わせることにより、複数枚の化粧板を面状に組

み付けて連結施工を可能とする化粧板であって、前記表

面凹溝部２の外側先端に角錐台形の係合突起４を有し、

前記裏面凹溝部３の内側面に前記係合突起と係合する突

起部５を有し、前記係合突起４と突出部５の突起幅は０

．３～１．０ｍｍであることを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 形 が 略 四 角 形 の 樹 脂 成 形 体 か ら な る 化 粧 板 基 材 の 互 い に 対 向 す る 両 端 部 に 沿 っ て 、 そ
の 一 方 の 端 部 の 基 材 表 面 に 線 状 に 表 面 凹 溝 部 を 備 え 、 他 方 の 端 部 の 基 材 裏 面 に 線 状 に 裏 面
凹 溝 部 を 備 え 、 １ 枚 の 化 粧 板 の 表 面 凹 溝 部 と 他 の １ 枚 の 化 粧 板 の 裏 面 凹 溝 部 と を 組 み 合 わ
せ る こ と に よ り 、 複 数 枚 の 化 粧 板 を 面 状 に 組 み 付 け て 連 結 施 工 を 可 能 と す る 化 粧 板 に で あ
っ て 、 前 記 表 面 凹 溝 部 の 外 側 先 端 に 角 錐 台 形 の 係 合 突 起 を 有 し 、 前 記 裏 面 凹 溝 部 の 内 側 面
に 前 記 係 合 突 起 と 係 合 す る 突 起 部 を 有 し 、 前 記 係 合 突 起 と 突 出 部 の 突 出 幅 は ０ ． ３ ～ １ ．
０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 化 粧 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 床 材 、 壁 材 、 天 井 材 等 の 建 築 内 装 材 の 表 面 材 等 に 用 い ら れ る 、 木 質 系 基 材 か ら
な る 化 粧 板 に 関 し 、 特 に 、 施 工 し 易 い 形 状 構 造 を 備 え た 化 粧 板 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 前 記 各 種 用 途 の 化 粧 板 と し て は 、 合 板 や フ ァ イ バ ー ボ ー ド 等 の 木 質 基 材 に 、 天
然 突 き 板 や 、 紙 ま た は 合 成 樹 脂 シ ー ト に 印 刷 に て 意 匠 を 施 し た 化 粧 紙 ま た は 化 粧 シ ー ト な
ど を 貼 り 合 わ せ た も の が 多 く 使 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら 化 粧 板 を 、 床 材 、 壁 材 、 天 井 材 等 の 建 築 内 装 材 の 表 面 材 と し て 施 工 使 用 す る 場 合
は 、 床 面 （ 床 構 造 材 面 ） や 壁 面 （ 壁 構 造 材 面 ） や 天 井 面 （ 天 井 構 造 材 面 ） に 接 す る よ う に
し て 、 複 数 枚 の 化 粧 板 を １ 枚 ず つ 平 ら に 並 べ 、 そ れ ら 化 粧 板 の 端 部 を 順 次 互 い に 嵌 合 し て
連 結 固 定 し て 敷 き 詰 め る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 化 粧 板 の 従 来 の 連 結 施 工 に よ る 敷 設 方 式 に お い て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 化
粧 板 の 一 方 端 部 に 凹 状 部 を 備 え 、 そ れ と 対 向 す る 他 方 端 部 に 、 前 記 凹 状 部 内 に 嵌 合 可 能 な
凸 状 部 を そ れ ぞ れ 備 え て い て 、 よ う に 、 そ れ ぞ れ 化 粧 板 の 一 方 端 部 の 凹 状 部 と 他 方 端 部 の
凸 状 部 と を 互 い に 側 方 か ら 順 次 横 方 向 に 矢 印 方 向 に 向 か っ て 突 き 合 わ せ て 凹 状 部 と 凸 状 部
と を 嵌 合 す る こ と に よ り 連 結 固 定 し て 敷 き 詰 め る よ う に し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の た め に 複 数 枚 の 化 粧 板 を 嵌 合 に て 連 結 施 工 す る 際 は 、 化 粧 板 を 互 い に 横 方 向 か ら 凸
状 部 と 凹 状 部 と を 矢 印 方 向 に 突 き 合 わ せ 、 凸 状 部 を 凹 状 部 内 に 順 次 挿 入 し て 嵌 合 接 続 す る
必 要 が あ り 、 ま た 嵌 合 部 に は ロ ッ ク 機 構 が 無 い た め 、 凸 状 部 と 凹 状 部 と は 般 的 に 密 に 嵌 合
す る よ う に 作 ら れ て お り 、 横 方 向 か ら 強 く 叩 い て 挿 入 し な け れ ば な ら な い こ と が 多 く 、 施
工 に 労 力 と 時 間 を 要 し て い た 。 さ ら に 、 施 工 後 に 基 材 の 吸 湿 や 温 度 変 化 に よ る 寸 法 変 化 で
突 き 上 げ た り 緩 ま な い よ う に 固 定 す る た め 嵌 合 部 に 釘 打 ち を し て 固 定 す る 必 要 が あ り 打 撃
音 に よ り 周 囲 に 騒 音 を 発 生 さ せ 集 合 住 宅 な ど で は 苦 情 発 生 の 原 因 と な る 事 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 施 工 後 の 年 月 経 過 に よ り 、 化 粧 板 や 敷 設 面 の 構 造 材 な ど に 傷 が 付 い た り 汚 れ た り
し た 場 合 に は 、 化 粧 板 の 一 部 を 外 し て 交 換 す る 必 要 が 生 じ る が 、 従 来 は 化 粧 板 の 連 結 嵌 合
部 の 凹 凸 が 床 面 な ど 敷 設 構 造 面 に 対 し て 水 平 に 配 置 さ れ て い る た め 外 し 難 く 、 嵌 合 部 を 上
に 持 ち 上 げ て 外 す こ と は で き ず 、 嵌 合 部 を 鋸 等 に よ り 切 断 し な け れ ば 、 一 部 分 の 化 粧 板 だ
け を 取 り 外 し て 交 換 す る こ と は で き な か っ た 。 ま た 、 新 た に 交 換 す る 化 粧 板 も 同 様 に 嵌 合
部 を 切 断 し な け れ ば 、 化 粧 板 を 取 り 外 し た 部 分 に 嵌 め 込 み 敷 設 す る こ と が で き ず 、 さ ら に
、 釘 打 ち に て 固 定 し て い る 個 所 は 釘 を 抜 く 作 業 が 必 要 で あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 課 題 と す る と こ
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ろ は 、 化 粧 板 （ 又 は 化 粧 板 ） を 、 床 面 、 壁 面 、 天 井 面 等 の 施 工 面 に 対 し て 連 結 施 工 に よ り
敷 設 し て 組 み 付 け や 取 り 付 け 施 工 を 行 う 際 に 、 比 較 的 熟 練 を 必 要 と せ ず に 連 結 施 工 し 易 く
外 れ に く い 構 造 を 備 え た 化 粧 板 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 す な わ ち そ の 請 求 項 １
記 載 の 発 明 は 、 外 形 が 略 四 角 形 の 樹 脂 成 形 体 か ら な る 化 粧 板 基 材 の 互 い に 対 向 す る 両 端 部
に 沿 っ て 、 そ の 一 方 の 端 部 の 基 材 表 面 に 線 状 に 表 面 凹 溝 部 を 備 え 、 他 方 の 端 部 の 基 材 裏 面
に 線 状 に 裏 面 凹 溝 部 を 備 え 、 １ 枚 の 化 粧 板 の 表 面 凹 溝 部 と 他 の １ 枚 の 化 粧 板 の 裏 面 凹 溝 部
と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 複 数 枚 の 化 粧 板 を 面 状 に 組 み 付 け て 連 結 施 工 を 可 能 と す る
化 粧 板 に で あ っ て 、 前 記 表 面 凹 溝 部 の 外 側 先 端 に 角 錐 台 形 の 係 合 突 起 を 有 し 、 前 記 裏 面 凹
溝 部 の 内 側 面 に 前 記 係 合 突 起 と 係 合 す る 突 起 部 を 有 し 、 前 記 係 合 突 起 と 突 出 部 の 突 起 幅 は
０ ． ３ ～ １ ． ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 化 粧 板 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 化 粧 板 に よ り 、 前 記 角 錐 台 形 の 係 合 突 起 と 突 起 部 に よ り 、 複 数
の 化 粧 板 を 容 易 に 嵌 め 合 わ さ れ か つ 係 止 し て 連 結 可 能 と な る 。 ま た そ の 突 出 幅 を ０ ． ３ ～
１ ． ０ ｍ ｍ と す る こ と で 、 室 温 や 湿 度 変 化 に よ る 寸 法 変 化 が お き て も 突 き 上 げ や 目 す き の
発 生 を 押 さ え る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 前 記 幅 を 有 す る こ と で 、 リ サ イ ク ル 時 に 前 記 突
起 幅 に よ る 隙 間 に ヘ ラ 等 を 差 し 入 れ て 化 粧 板 の 端 部 を 持 ち 上 げ て 外 す こ と が 可 能 と な っ た
り 、 カ ッ タ ー の 刃 先 を 差 し 込 ん で 連 結 部 分 を 切 断 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 化 粧 板 の 一 実 施 例 の 断 面 の 構 造 を 図 １ に 示 す 。 （ ａ ） に １ 枚 の 化 粧 板 の 構 造 、
（ ｂ ） に 複 数 枚 の 化 粧 板 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 。 図 ２ に そ の 連 結 部 分 の 構 造 を 示 す 。 化 粧
板 基 材 １ 、 表 面 凹 溝 部 ２ 、 裏 面 凹 溝 部 ３ 、 係 合 突 起 ４ 、 突 出 部 ５ か ら な り 、 表 面 に 化 粧 シ
ー ト ６ を 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 化 粧 板 基 材 １ は 樹 脂 成 形 体 か ら な る も の で あ り 、 具 体 的 に は 熱 可 塑 性 樹 脂 で あ
り 、 後 述 す る 適 度 な 曲 げ 応 力 と 復 元 性 を 得 る た め に 特 に は ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン
な ど の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 木 質 系 充 填 材 を 混 合 し て 木 質 系 樹 脂 成 形 体 と し て も よ い 。 前 記 木 質 系 充 填 材 と し て
と し て は 平 均 粒 径 １ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 木 粉 が 好 適 で あ る 。 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に
対 し て 木 粉 は １ ０ ～ ５ ０ ０ 重 量 部 の 混 合 割 合 が 適 当 で あ る 。 混 在 を 量 的 若 し く は 位 置 的 に
調 整 す る こ と に よ り 強 度 物 性 の 調 整 が で き 、 例 え ば 木 粉 の 含 有 量 を 増 加 す る こ と に よ り 曲
げ 応 力 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 発 泡 さ せ る 場 合 は 発 泡 剤 な ど 、 そ の 他 の 添 加 剤 も 適 宜 混 合 し て 使 用 可 能 で あ る 。
樹 脂 ／ 発 泡 （ 空 隙 ） の 複 合 構 造 と す る こ と に よ り 適 度 な 強 度 物 性 を 保 持 し な が ら 曲 げ 応 力
を 低 減 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 化 粧 板 基 材 １ の 樹 脂 成 形 体 の 成 形 方 法 と し て は 、 射 出 成 形 方 法 、 熱 プ レ ス 成 形
方 法 、 鋳 型 押 出 成 形 方 法 、 切 削 成 形 方 法 、 金 型 注 型 方 法 な ど に よ り 成 形 可 能 で あ る 。 ま た
化 粧 板 基 材 全 体 も し く は 一 部 を 発 泡 し た も の で あ っ て も 良 い 。 発 泡 倍 率 と し て は 、 化 粧 板
の 適 正 な ク ッ シ ョ ン 性 を 考 慮 す る と 、 １ ． １ ～ １ ０ ． ０ 倍 程 度 が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 化 粧 板 基 材 １ の 一 方 端 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 前 記 表 面 凹 溝 部 ２ は 、 そ の 外 側 先
端 に 角 錐 台 形 の 係 合 突 起 ４ を 形 成 す る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 板 状 の 前 記 基 材
１ の 他 方 端 縁 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 前 記 裏 面 凹 溝 部 ３ は 、 そ の 他 方 端 部 の 端 縁 に 、 内 側 面 に
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前 記 係 合 突 起 ４ と 係 合 す る 突 起 部 ５ を 形 成 す る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 １ 枚 の 化 粧 板 の 表 面 凹 溝 部 ２ と 、 他 の １ 枚 の 化 粧 板 の 裏 面 凹 溝 部 ３ と を 組 み 合
わ せ る こ と に よ り 、 ２ 枚 乃 至 複 数 枚 の 化 粧 板 を 順 次 、 面 状 に 組 み 付 け て 連 結 施 工 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 化 粧 板 の 嵌 合 は 、 施 工 時 は 嵌 合 し 易 く 、 施 工 後 の 日 常 使 用 で は 簡 単 に 外 れ ず 、
ま た 補 修 時 の 交 換 の 際 は 、 容 易 に 取 り 外 せ る も の と な る 。 樹 脂 成 形 体 か ら な る 化 粧 板 基 材
は 適 度 な 曲 げ 応 力 と 、 復 元 性 が あ る 。 す な わ ち 、 嵌 合 時 及 び 取 り 外 す 際 に 、 あ る 一 定 の 外
力 を 加 え た 際 、 嵌 合 部 が 開 き 、 外 力 を 開 放 し た 際 に 再 度 閉 ま る と い っ た 所 謂 ヒ ン ジ 性 を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の た め 、 本 発 明 で は 前 記 係 合 突 起 と 突 出 部 を 有 し 、 そ の 突 出 幅 を ０ ． ３ ～ １ ． ０ ｍ ｍ
と し た こ と を 特 徴 と す る 。 こ れ は 、 本 発 明 者 ら が 鋭 意 検 討 の 上 導 き 出 し た 形 状 で あ り 、 こ
の 形 状 と 突 出 幅 に よ り 化 粧 板 の 間 隔 が と ら れ る 。 こ の 形 状 で あ る こ と に よ り 、 特 に 意 識 し
な く て も 施 工 す る 際 に 化 粧 板 間 に 間 隔 を も っ て は め 合 わ さ れ た 状 態 と な る 。 こ の 間 隔 に よ
り 、 室 温 や 湿 度 変 化 に よ る 寸 法 変 化 が お き て も 突 き 上 げ や 目 す き の 発 生 を 押 さ え る こ と が
可 能 と な る 。 ま た 、 前 記 間 隔 を 有 す る こ と で 、 リ サ イ ク ル 時 に 前 記 間 隔 に ヘ ラ 等 を 差 し 入
れ て 化 粧 板 の 端 部 を 持 ち 上 げ て 外 す こ と が 可 能 と な っ た り 、 カ ッ タ ー の 刃 先 を 差 し 込 ん で
連 結 部 分 を 切 断 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 化 粧 板 基 材 １ の 表 面 に 化 粧 シ ー ト ６ を 設 け て も 良 い 。 化 粧 シ ー ト ６ は 、
図 示 し な い が 、 化 粧 シ ー ト 基 材 と 絵 柄 層 と 表 面 保 護 層 と か ら な り 、 前 記 化 粧 シ ー ト 基 材 と
し て は 化 粧 板 基 材 １ と 同 一 ま た は 類 似 の 樹 脂 を 用 い る と 、 基 材 と 化 粧 シ ー ト と の 分 離 の 必
要 が な く 容 易 に リ サ イ ク ル が 可 能 に な り 、 ま た 、 特 に 熱 可 塑 性 樹 脂 と し て ポ リ オ レ フ ィ ン
系 樹 脂 を 使 用 し た も の に あ っ て は 、 安 価 で 加 工 性 に 優 れ 、 し か も 用 途 態 様 に よ り リ サ イ ク
ル 利 用 に 適 さ な い 廃 材 等 は 焼 却 処 分 も 可 能 で あ る 。 化 粧 シ ー ト 基 材 は 通 常 着 色 し て な る が
、 化 粧 板 基 材 の 色 を 生 か す の で あ れ ば 透 明 で も 良 く 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 一 方
表 面 保 護 層 は 絵 柄 層 の 上 の 設 け る の で 通 常 透 明 な も の と な り 、 表 面 の 物 性 の 向 上 の た め 従
来 公 知 の 物 性 の 良 好 な 表 面 保 護 層 用 の 樹 脂 に 各 種 添 加 剤 を 添 加 し て な る 。 ま た 表 面 に エ ン
ボ ス 凹 凸 を 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 化 粧 シ ー ト ６ は 、 化 粧 板 基 材 を 成 形 に そ の 表 面 に 接 着 剤 等 に よ り 貼 り 合 わ せ る こ と に よ
り 設 け ら れ る が 、 化 粧 シ ー ト ６ は 表 面 凹 溝 部 ２ の 凹 部 の 板 側 、 及 び 裏 面 凹 溝 部 の 先 端 側 ま
で 延 設 し て 貼 着 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 基 材 全 体 の 張 力 や 平 坦 性 を 調 整 で き 、 「 ヒ
ン ジ 性 」 を 増 強 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ の よ う に 化 粧 シ ー ト ６ が 前 記 隙 間 内 面 ま で 延
設 さ れ て ラ ミ ネ ー ト さ れ て い る 場 合 に は 、 こ の 化 粧 シ ー ト ６ の 厚 さ を 考 慮 し て 本 発 明 の 突
起 幅 を 設 定 す る こ と と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 化 粧 板 の 一 実 施 例 の 断 面 の 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 化 粧 板 の 一 実 施 例 の 連 結 部 分 の 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 化 粧 板 の 一 例 の 断 面 の 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ … 化 粧 板 基 材
　 ２ … 表 面 凹 溝 部
　 ３ … 裏 面 凹 溝 部
　 ４ … 係 合 突 起
　 ５ … 突 出 部
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　 ６ … 化 粧 シ ー ト

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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